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［１］戦争のこの分裂した性格については，出版されたばかりの次の著作を参照。“Marxismus, Krieg und Internationale”.
Kritische Studien über offen Probleme des wissenschaftlichen und des praktischen Sozialismus in und nach dem Weltkrieg. 59.









太 田 仁 樹１７６
－７６－
以下を参照。
［５］ “Grundlagen und Entwicklungsziele der österreichisch−ungarischen Monarchie.” Wien Deuticke, 1906. Seite 48 bis 72.
［６］ “Die Nation als Rechtsidee und die Internationale.” Wien 1914. In Kommission bei Wiener Volksbuchhandlung Ignaz Brand
u. Komp. この文書の内容は，ここに転用される。
［７］ “Deutchland und der nächste Krieg.” Seite 20.
［８］幸せにもカントは，唯物論の指導者ということになるであろう！ ベルンハルディは，老カントを「永遠平和」の
著者と呼んでいる。
［９］これに関する問題は，つい最近出版した拙著で詳しく論じられている。“Marxismus, Krieg und Internationale”.
Stuttgart, C. W. H. Dietz Nachfolger, 1917.
［１０］カントは，今日のブルジョア共和国とは違うものを考えている。
［１１］労働組合および協同組合の世界大会は，論理的に，それぞれ支配階級および労働諸条件と業務諸条件が同じであ
る，既存の法的および経済的領域に従って組織されている。この純粋な分野別大会を，一つの世界の一般的政策を問
題にする社会主義者の大会と同一視すべきではない。
１７７カール・レンナー『諸民族の自決権』 
－７７－
